


子ども、高齢者、自転車

相手の動きをデ剤
「
ι周幽躯剋リタ

車を運転していて、突然前方の子ども、高齢者、自転車などが、ドライバーの想定外の動きを

し、「ヒヤリ」としたり、実際に事故に結びつくケースも少なくありません。

しかし、これらの行動特性を事前に知つていたら、的確な危険予測が可能となり、事故を回避

することが出来るのです。

ここでは ドライバーが、子ども、高齢者、自転車の行動特性を学び、交通事故を未然に防ぐこと

が出来るよう、事故事例を検証、分析し、安全運転のポイントを分かり易く解説しています。

■プロローグ～子ども、高齢者、自転車の危険行動

ドラブレコーダーの映像を重ねる

■子どもの事故～その特性と危険回避

行動特性 :飛び出し事故が多い 事例 1・ 2-・子どもの飛び出し事故
・様々な危険な飛び出し場面 ・子どもの身体特性に起因した危険な場面
★模範運転と安全運転のポイント。

■高齢者の事故～その特性と危険回避

行動特性 :道路横断時の事故が多い 事例 1・ 2-・道路横断時の事故
・高齢者の身体機能低下がもたらす危険な場面
・事故多発。夜間の高齢者に注意

★模範運転と安全運転のポイント。

■自転車利用者の事故～その特性と危険回避

行動特性 :出会い頭や急な進路変更による事故が多い

事例 1・ …住宅街の交差点での出会い頭事故

事夕12・ ―急な進路変更による事故
・路外施設の出入り時に注意

★模範運転と安全運転のポイント。

■エビローグ～相手の動きを予測して危険回避

漫然と運転することなく、相手がどこに注意を向けているのか、何をしようとしているのか、

相手の動きを察知し、危険回避につなげていきましょう。
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